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ま
ち
の
話
題

民
生
委
員
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
を
委
嘱

相川　逸雄さん
（大谷・瀬田）
53ー3223

松並　末乃さん
（瀬田 2 ）
52ー6753

吉國　芳夫さん
（緑ヶ丘1・2 ）

53ー1489

兼重　節子さん
（関ヶ浜1・2 ）

52ー2675

末廣　秀爾さん
（中組）
52ー7315

森田眞須美さん
（前組・背戸場）

52ー7570

有馬　將雄さん
（上組）
52ー5883

佐藤　繁代さん
（つつじヶ丘・蜂ヶ峯）

52ー8252

重本　淑香さん
（加賀開）
（ 52ー7815）

嘉屋　政雄さん
（下組・中開）

52ー6015

正中　佳代さん
（曙）
52ー2950

明吉小百合さん
（山の手・三井社宅）

53ー4271

11
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
っ

た
民
生
委
員
児
童
委
員
お
よ
び
主
任
児
童

委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
再
任
の
方
14

名
と
新
た
に
4
名
の
方
が
、
厚
生
労
働
大

臣
お
よ
び
山
口
県
知
事
か
ら
12
月
1
日
付

で
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、

平
成
19
年
11
月
30
日
ま
で
の
3
年
間
で
す
。

委
員
の
方
た
ち
は
、
生
活
上
、
困
難
な

問
題
が
生
じ
た
と
き
に
「
悩
み
ご
と
を
聞

く
」、「
福
祉
施
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
す
る
」、「
行
政
機
関
等
と
の
パ
イ
プ
役

を
果
た
す
」
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
退
任
さ
れ
た
方

木
村
八
重
子
さ
ん
（
曙
）

米
元
　
義
光
さ
ん
（
下
組
・
中
開
）

明
本
　
輝
夫
さ
ん
（
大
谷
・
瀬
田
1
）

●
委
嘱
を
受
け
ら
れ
た
民
生
委
員
児
童
委

員
お
よ
び
主
任
児
童
委
員
の
方

（々
下

の
写
真
）

※
（

）
内
は
担
当
地
区

性
　
格
▼
社
会
奉
仕
の
精
神
に
基
づ
く
民

間
の
篤
志
奉
仕
者
、
給
与
は
支
給

し
な
い
。

職
　
務
▼
住
民
の
生
活
状
態
の
適
切
な
把
握

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
生

活
に
関
す
る
相
談
及
び
助
言

●
援
助
を
必
要
と
す
る
方
が
福
祉
サ
ー
ビ

民 生 委 員 　 児 童 委 員

芳�

民
生
委
員
と
は
？



秋
山
　
正
夫
　
（
和
木
3
丁
目
）

田
中
　
ク
リ
ヨ
（
和
木
2
丁
目
）

篠
塚
　
文
子
　
（
和
木
1
丁
目
）

今
津
　
光
代
　
（
関
ヶ
浜
2
丁
目
）

松
永
　
貞
子
　
（
和
木
3
丁
目
）

守
屋
　
靜
枝
　
（
関
ヶ
浜
2
丁
目
）

通
地
　
　
巖
　
（
和
木
5
丁
目
）

松
本
　
勝
實
　
（
和
木
5
丁
目
）

樫
山
　
瑞
枝
　
（
和
木
1
丁
目
）

老
人
ク
ラ
ブ
協
助

増
井
　
運
昌
　
（
和
木
2
丁
目
）

11
月
9
日
、
美
和
町
で
郡
内
8
町
村

（
大
畠
町
除
く
）、
約
3
5
0
名
の
福
祉
関

係
者
が
集
い
、「
第
41
回
玖
珂
郡
社
会
福

祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
多
年
に
わ
た
る
地
域

福
祉
の
功
労
者
と
し
て
、
次
の
13
名
の
方

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

社
会
福
祉
協
助
者

樹
木
　
政
光
　
（
瀬
田
1
丁
目
）

中
村
　
　
力
　
（
和
木
4
丁
目
）

麥
生
　
道
子
　
（
和
木
4
丁
目
）
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灘本美智子さん
（中灰場）
53ー1228

松並みどりさん
（上灰場）
52ー3407

通地　　巖さん
（新地）
52ー6822

岡崎ひろみさん
（沖灰場）
53ー3460

井原　誠さん（全区）
52ー6012

末岡　和子さん（全区）
53ー1786

ス
を
適
切
に
利
用
す
る
た
め
に
必
要
な

情
報
の
提
供

●
社
会
福
祉
事
業
者
等
の
事
業
ま
た
は
活

動
に
対
す
る
支
援

●
社
会
福
祉
事
務
所
等
の
関
係
行
政
機
関

の
業
務
に
対
す
る
協
力

●
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
、
住
民
福
祉

の
増
進
を
図
る
た
め
の
活
動

身
　
分
▼
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
県
の
非
常
勤
特
別
職
と
し

て
活
動
。

任
　
期
▼
3
年
（
民
生
委
員
の
任
期
は
12

月
1
日
〜
平
成
19
年
11
月
30
日
）

定
　
数
▼
民
生
委
員
16
人

主
任
児
童
委
員
2
人

各表彰を受けられた方々

ま
ち
の
話
題

郡
社
会
福
祉
大
会
で
晴
れ
の
受
賞

主任児童委員

玖
珂
郡
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

玖
珂
郡
老
人
ク
ラ
ブ
団
体
連
合
会
長
表
彰 崎�培

靜�静
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11
月
14
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
芸

能
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

多
く
の
方
々
が
訪
れ
、
民
踊
、
童
謡
・
唱

歌
・
マ
ン
ド
リ
ン
、
社
交
ダ
ン
ス
な
ど
多

彩
な
内
容
が
披
露
さ
れ
、
日
々
の
練
習
の

成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
花
で
庭
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

私
が
訪
れ
た
の
は
、
花
の
シ
ー
ズ
ン
の
終

わ
り
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
十
分
に
咲
い

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、
都
市
景
観
大
賞

最
優
秀
「
美
し
い
ま
ち
な
み
大
賞
」
に
恵

庭
市
恵
み
野
地
区
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

北
海
道
で
は
親
切
で
気
遣
い
を
し
て
く
れ

る
素
晴
ら
し
い
方
々
と
た
く
さ
ん
の
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
恵
庭
市
は
思
い
入
れ
の
あ
る
街
と
な
り

ま
し
た
。再
度
の
長
期
滞
在
は
困
難
で
す
が
、

何
度
も
訪
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
画
総
務
課
　
田
中
雅
彦

10
月
1
日
か
ら
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

恵
庭
市
に
派
遣
さ
れ
、
北
海
道
で
2
ヶ
月

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

恵
庭
市
の
生
活
で
感
じ
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

北
海
道
は
、
和
木
町
に
比
べ
、
少
し
寒

い
く
ら
い
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

10
月
26
日
深
夜
か
ら
の
積
雪
で
、
早
朝
に

は
10
cm
の
積
雪
が
あ
り
驚
き
ま
し
た
。
こ

の
雪
は
、
昼
ま
で
に
は
融
け
ま
し
た
が
、

非
常
に
珍
し
い
そ
う
で
す
。

街
並
み
は
、
冬
の
厳
し
さ
を
乗
り
切
る

た
め
の
幅
が
広
い
歩
道
や
道
路
は
雪
の
置

き
場
と
な
り
ま
す
。

意
外
だ
っ
た
の
は
、
寒
が
り
の
人
が
多
い

こ
と
で
し
た
。
冬
に
は
マ
イ
ナ
ス
20
℃
に
な

り
ま
す
が
、
暖
房
設
備
の
整
っ
た
室
内
で
薄

着
で
過
ご
す
の
で
当
然
寒
が
り
に
な
り
ま
す
。

風
景
は
ど
こ
を
見
て
も
絵
に
な
り
ま

す
。
郊
外
を
車
で
走
れ
ば
、
ま
っ
す
ぐ
に

続
く
道
路
の
両
側
に
は
広
々
と
し
た
景
色

が
広
が
り
、
と
き
に
は
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
や

エ
ゾ
鹿
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
住
宅
地
は
画
一
的
で
は
な
く
、

色
々
な
形
を
し
た
家
々
が
連
な
り
ま
す
。

特
に
屋
根
が
特
徴
的
で
、
そ
れ
は
雪
の
た

め
の
工
夫
で
す
。
ま
た
、
窓
や
玄
関
は
2

重
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

恵
庭
市
は
「
花
の
街
づ
く
り
」
が
有
名

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
、

11
月
14
日
、
文
化
会
館
で
「
和
木
町
文

化
協
会
文
化
祭
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
文

化
功
労
賞
に
村
井
慶
子
さ
ん
（
和
木
2
丁

目
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
村
井
さ
ん
は
馨

風
流
詩
舞
の
講
座
を
長
年
指
導
さ
れ
て
い

る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
文
化

奨
励
賞
に
は
大
嶽
芙
美
子
さ
ん
（
和
木
3

丁
目
）、
島
�
こ
ず
え
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
大
嶽
さ
ん
は
、
ペ
ン

習
字
で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
島
�
さ
ん
は
、
絵
画
で
「
西
日
本

美
術
展
」
優
秀
賞
、「
現
代
日
本
絵
画
展
」

で
大
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
の
ご
活
躍
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
町
の
文
化
振
興

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
ち
の
話
題

文
化
功
労
賞
表
彰

芸能祭のようす

ま
ち
の
話
題

恵
庭
市
滞
在
を
振
り
返
っ
て

大嶽　芙美子さん 村井　慶子さん

島崎　こずえさん

ま
ち
の
話
題

和
木
町
芸
能
祭
開
催

たくさんの花に囲まれた街並み

崎�培

芙�

崎�辞 崎�辞

芙�



当
時
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
断
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
設
立
当
初
か
ら
継
続
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
6
名
の
功
労
者
（
宮
本

幸
子
さ
ん
、
末
岡
恭
子
さ
ん
、
相
川
美
代

子
さ
ん
、
藤
本
美
沙
子
さ
ん
、
木
村
八
重

子
さ
ん
、
衣
末
照
子
さ
ん
）
に
町
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
。
親
睦
会

で
は
、
初
代
会
長
宮
本
さ
ん
の
進
行
で
発

足
当
時
か
ら
の
苦
労
話
を
交
え
た
ス
ラ
イ

ド
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
締
め
く
く
り
は
、
つ
く
し
会
結

成
時
の
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
藤
川
一

雄
さ
ん
（
瀬
田
2
丁
目
）
に
よ
る
万
歳
三

唱
で
楽
し
い
会
を
終
わ
り
ま
し
た
。

11
月
15
日
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
つ
く
し

会
」（
木
村
八
重
子
会
長
）
の
結
成
25
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典

に
は
、
古
木
町
長
を
は
じ
め
、
中
村
議
長

ら
が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

つ
く
し
会
は
、
昭
和
54
年
に
女
性
民
生

委
員
が
中
心
と
な
り
手
作
り
の
お
弁
当
を

提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し

て
結
成
、
月
1
回
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。

現
在
は
、
給
食
・
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

56
名
、
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
37
名
、
運
転

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
名
で
月
4
回
の
給
食
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

木
村
会
長
は
「
こ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
で

ひ
と
り
で
も
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
、
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

結
成
当
初
、
こ
の
活
動
は
県
内
で
も
珍
し

く
、
多
く
の
方
が
視
察
に
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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ま
ち
の
話
題

「
つ
く
し
会
」結
成
25
周
年
記
念
式
典

10
月
28
日
、
海
峡
メ
ッ
セ
下
関
で
開
催

さ
れ
た
「
第
54
回
山
口
県
総
合
福
祉
大
会
」

で
、
兼
重
節
子
さ
ん
（
関
ヶ
浜
1
丁
目
）

と
重
本
淑
香
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）
が
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
昭
和
61
年
12
月
に
民
生
児

童
委
員
に
就
任
さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で

の
18
年
間
、
町
の
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
本
町
の
温
か
い
町
づ
く

り
に
、
ま
す
ま
す
の
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
13
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

前
で
「
ル
ー
ラ
ル
・
県
境
・
フ
ェ
ス
タ
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は

農
山
漁
村
の
方
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
朝

市
や
直
販
所
を
国
道
な
ど
の
道
路
で
結
ん

だ
広
域
イ
ベ
ン
ト
で
、
新
鮮
な
農
産
物
の

販
売
等
を
行
う
も
の
で
す
。

町
内
で
は
和
木
町
生
活
改
善
実
行
グ
ル

ー
プ
連
絡
協
議
会
（
西
崎
節
子
会
長
）
に

よ
っ
て
朝
市
が
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

生
改
連
の
20
周
年
記
念
と
い
う
こ
と
で
当

日
に
は
豚
汁
も
振
舞
わ
れ
、
訪
れ
た
方
々

に
大
変
好
評
で
し
た
。

ま
ち
の
話
題

ル
ー
ラ
ル
県
境
フ
ェ
ス
タ

新鮮な農産物を販売

スライドで25年の活動を振り返る

親睦会の様子

重本淑香さん 兼重節子さん

ま
ち
の
話
題

永
年
勤
続
民
生
児
童
委
員
表
彰

崎�辞
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10
月
30
日
、
文
化
会
館
で
「
わ
き
愛
あ

い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
前
夜
祭
」、
31
日
に

は
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場

に
「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

開
催
さ
れ
、
約
1
万
人
の
来
場
者
で
賑
い

ま
し
た
。
前
夜
祭
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
、

予
選
と
本
選
の
2
部
構
成
で
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
67
名
が
参
加
、
う
ち
27
名
が
本

選
に
進
出
さ
れ
、
得
意
の
歌
を
披
露
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

優
　
勝

日
高
　
弥
生
　
（
瀬
田
3
丁
目
）

準
優
勝

広
中
　
紀
代
子
（
大
竹
市
）

第
3
位

村
田
　
啓
子
　
（
大
竹
市
）

歌
唱
賞

杉
野
　
田
鶴
子
（
瀬
田
1
丁
目
）

熱
演
賞

井
上
　
博
　
　
（
和
木
2
丁
目
）

敢
闘
賞

長
谷
川
　
正
幸
（
和
木
4
丁
目
）

努
力
賞

水
田
　
洋
子
　
（
瀬
田
1
丁
目
）

特
別
賞

上
岡
　
富
士
夫
（
和
木
2
丁
目
）

31
日
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
和
木
小

学
校
バ
ト
ン
部
に
よ
る
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
に

続
い
て
、
各
方
面
で
功
績
の
あ
っ
た
町
民

の
方
も
参
加
し
て
「
く
す
玉
」（
岩
国
地

区
消
防
組
合
東
出
張
所
製
作
）
が
割
ら
れ

い
よ
い
よ
始
ま
り
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
前
に
は
「
和
木
小
学
校

緑
の
少
年
隊
」
に
よ
り
花
の
苗
が
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
古
木

町
長
を
は
じ
め
、
恵
庭
市
波
多
野
部
長
、

大
矢
課
長
、
山
口
県
人
会
代
表
の
方
々
も

餅
ま
き
に
参
加
し
た
ほ
か
、
和
木
紅
鴉
に

よ
る
「
よ
さ
こ
い
」、
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
、
幼
稚
園
遊
戯
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
四
境
太
鼓
ジ
ュ

ニ
ア
に
よ
る
演
奏
、
響
仁
さ
ん
に
よ
る
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
西
京
銀
行
に
よ
る
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
で
、
ス
テ
ー
ジ
前
は
、
た
く

さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
よ
ち
よ
ち
赤
ち
ゃ

ん
よ
ー
い
ド
ン
や
、
ち
び
っ
こ
相
撲
、
ダ

ー
ツ
な
ど
が
行
わ
れ
、
応
援
に
駆
け
つ
け

た
家
族
や
友
人
ら
の
声
援
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

ま
た
、
和
木
町
特
産
品
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
特
産
品
販
売
、
屋
台
、
ゲ
ー
ム
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
、

体
育
セ
ン
タ
ー
前
に
出
店
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
姉
妹
都
市
北
海
道
恵
庭
市
か
ら
送

ら
れ
た
産
直
バ
ザ
ー
で
は
、
新
鮮
な
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
北
海
道
限
定
の
ビ
ー
ル
、
毛
蟹

な
ど
が
並
べ
ら
れ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

始
の
合
図
と
同
時
に
販
売
開
始
。
す
ぐ
に

売
り
切
れ
る
商
品
が
続
出
の
大
盛
況
と
な

り
ま
し
た
。

最
後
の
締
め
く
く
り
は
、
電
動
自
転
車

や
液
晶
テ
レ
ビ
な
ど
が
当
た
る
恒
例
の
ラ

ッ
キ
ー
抽
選
会
。
当
選
者
が
発
表
さ
れ
る

た
び
に
大
き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
閉
幕
し
ま

し
た
。
今
年
も
、
小
・
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
が
あ
り
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

3位　　 優勝　　 準優勝餅まきも行われました

和木紅鴉 よちよち赤ちゃんよ～いドン

わ

き

べ
に
が
ら
す



「
和
木
町
文
化
協
会
文
化
祭
2
0
0
4
展

示
会
」
が
10
月
22
日
か
ら
11
月
21
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

当
日
は
、
美
術
館
で
茶
道
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
で
茶
道

を
体
験
し
て
い
る
方
が
大
勢
い
ま
し
た
。

6

ちびっこ相撲 大盛況の北海道産直バザー

美術館で行われた茶道体験 四境太鼓ジュニアによる演奏

フェスティバルコンクールで
入選した秋崎　剛さん

タ
ー
」
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応

募
が
あ
り
、
次
の
方
々
の
作
品
が
選
ば
れ
、

応
募
者
全
員
の
作
品
が
10
月
30
日
か
ら
文

化
会
館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ス
タ
ー
作
品
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
　
高
倉
　
暁
浩
（
小
学
2
年
）

優
秀
賞
　
　
広
兼
　
佑
香
（

〃
6
年
）

日
高
　
直
輝
（

〃
3
年
）

佳
　
作
　
　
栗
本
　
梨
奈
（

〃
6
年
）

村
田
　
未
来
（

〃
5
年
）

福
嶋
　
　
渚
（

〃
4
年
）

平
成
15
年
度
中
に
、
次
の
献
血
回
数
に

到
達
さ
れ
た
方
々
に
献
血
友
の
会
か
ら
、

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

10
回浅

井
田
尚
美
（
和
木
5
丁
目
）

河
内
山
広
高
（
和
木
2
丁
目
）

田
中
　
庸
睦
（
和
木
4
丁
目
）

長
橋
　
幸
治
（
和
木
2
丁
目
）

松
並
　
巨
幸
（
瀬
田
2
丁
目
）

村
上
　
　
直
（
瀬
田
2
丁
目
）

安
田
　
和
子
（
和
木
5
丁
目
）

30
回太

田
　
　
昇
（
和
木
4
丁
目
）

三
谷
ミ
ネ
ヨ
（
和
木
2
丁
目
）

村
岡
美
和
子
（
和
木
4
丁
目
）

50
回嘉

屋
　
信
明
（
和
木
1
丁
目
）

橋
本
美
恵
子
（
和
木
2
丁
目
）

松
並
　
光
則
（
和
木
4
丁
目
）

宮
本
　
啓
治
（
和
木
4
丁
目
）

90
回藤

川
　
鞆
道
（
瀬
田
2
丁
目
）

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
P
R
ポ
ス
タ
ー
表
彰

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
秋
　
　
剛
さ
ん
（
中
学
3
年
）
が

入
選
さ
れ
、
こ
の
日
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ち
び
っ
子
相
撲
大
会
結
果
（
敬
称
略
）

4
歳
児
の
部

優
　
勝
　
堀
江
　
　
歩

第
2
位
　
村
上
　
航
平

第
3
位
　
村
岡
　
琴
音

5
歳
児
の
部

優
　
勝
　
西
前
　
洸
貴

第
2
位
　
山
本
拳
士
朗

第
3
位
　
谷
本
　
直
哉

小
学
校
1
年
生
の
部

優
　
勝
　
松
尾
　
竜
次

第
2
位
　
鶴
田
　
　
舞

第
3
位
　
松
井
　
省
吾

小
学
校
2
年
生
の
部

優
　
勝
　
高
倉
　
暁
浩

第
2
位
　
中
本
　
崇
斗

第
3
位
　
吉
本
屋
麻
衣

小
学
校
3
年
生
の
部

優
　
勝
　
岩
本
　
涼
馬

第
2
位
　
住
田
　
将
弘

第
3
位
　
大
枝
　
諒
平

小
学
校
4
年
生
の
部

優
　
勝
　
末
岡
　
裕
将

第
2
位
　
永
島
　
大
志

小
学
校
5
年
生
の
部

優
　
勝
　
坂
本
　
　
光

第
2
位
　
井
上
　
光
貴

第
3
位
　
村
上
　
洋
平

ご
み
対
策
協
議
会
で
は
、
町
内
小
学
生

を
対
象
に
「
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
る
ポ
ス

ご
み
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

献
血
功
労
者
表
彰

高�

高�

崎�培

崎�辞

和
木
美
術
館
で
文
化
祭
（
展
示
の
部
）



11
月
15
日
、
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
会
員
14

名
と
、
そ
の
家
族
の
希
望
者
合
わ
せ
て
22

名
が
、「
は
ぎ
や
き
に
つ
い
て
知
ろ
う
！
」

と
題
し
て
、
萩
市
と
長
門
市
の
窯
元
を
訪

れ
、
職
人
さ
ん
の
手
作
業
の
様
子
や
、
の

ぼ
り
窯
を
見
学
し
ま
し
た
。

わ
あ
い
ク
ラ
ブ
で
講
師
を
務
め
て
い
た

だ
い
て
い
る
宮
本
健
吾
先
生
の
ご
紹
介

で
、
現
代
的
な
萩
焼
作
家
の
松
野
龍
司

（
ま
つ
の
り
ゅ
う
じ
）
先
生
の
窯
元
と
、

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
第
15
代
坂
倉

新
兵
衛
（
さ
か
く
ら
し
ん
べ
え
）
先
生
の

窯
元
を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
新
し
い

萩
焼
き
と
、
古
く
か
ら
の
萩
焼
き
の
歴
史

の
両
方
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松
野
龍
司
窯
で
は
、
職
人
さ
ん
か
ら
直

接
お
話
を
う
か
が
っ
た
り
、
ろ
く
ろ
で
作

品
の
形
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
様
子
を
間

近
に
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
坂
倉
新
兵
衛
窯
で
は
、
4
0
0

年
前
の
登
り
窯
跡
を
見
学
し
た
り
、
水
力

を
利
用
し
て
陶
土
を
砕
く
「
サ
コ
ン
タ
」

を
見
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
窯
元
で
も
、
現
在
で
も
実
際

に
使
わ
れ
る
登
り
窯
の
中
に
入
っ
た
り
、

実
際
に
手
で
触
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

11
月
14
日
、
玖
珂
町
子
ど
も
の
館
で
、

「
第
8
回
や
ま
ぐ
ち
県
民
文
化
祭
和
太
鼓

の
祭
典
」
が
、
14
団
体
の
出
演
に
よ
り
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
は
四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア

が
出
演
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ
ン

バ
ー
に
加
え
て
、
四
境
太
鼓
保
存
会
の
メ

ン
バ
ー
4
人
が
参
加
し
、
合
同
で
の
演
奏

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

心
強
い
応
援
を
得
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
メ

ン
バ
ー
も
は
り
き
っ
て
出
演
し
、
力
強
い

音
色
を
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
か
せ
て
い
ま

し
た
。

日
　
時
▼
平
成
17
年
1
月
9
日
　

11
時
よ
り（
10
時
30
分
受
付
開
始
）

対
　
象
▼
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら
、

昭
和
60
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会（

53
ー

3
1
2
3
）

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算322号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

平
成
17
年

成
人
式
に
つ
い
て

（ ）日

10
月
31
日
、「
第
18
回
わ
き
愛
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
、
今
年
も
小
・
中
学

生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
か
ら
の
募
集
は
今
年
で
3

回
目
の
試
み
で
す
が
、
こ
ち
ら
に
は
小
学

生
1
名
、
中
学
生
10
名
の
計
11
名
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
当
日
は
、
朝
早
く
か
ら
、

無
料
配
布
用
の
花
の
苗
の
袋
詰
め
や
、
配

付
の
手
伝
い
を
し
た
ほ
か
、
北
海
道
産
直

バ
ザ
ー
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
裏
方
と

し
て
も
活
躍
し
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
募
金
活
動
や
各
団
体
の
出
店

に
参
加
し
た
児
童
・
生
徒
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
精
一
杯
頑
張
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
奉
仕
の
心
を
大
切
に
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
あ
い
ク
ラ
ブ

萩
焼
き
の
窯
元
を
見
学

募金活動に参加した中学生

400年前の共同窯をバックに

7

小
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍

和
太
鼓
の
祭
典
に

四
境
太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
が
出
演



あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

8

＜CD＞
☆ホントのきもち／矢野顕子
☆ラブバラードベスト 泣きたい夜には‥‥／和田アキ子
☆ソルファ／アジアン・カンフー・ジェネレーション
☆マスターピース／リップスライム
☆ミュージックマンシップ／コブクロ

＜一般書＞
『霧笛荘夜話』 浅田次郎著
『漱石先生大いに悩む』 清水義範著
『知りたがりやの猫』 林真理子著　
『正義の条件　上・下』 森村誠一著
『グノーシスの薔薇』 デヴィッド・マドセン著

＜児童書・絵本＞
『スカイラー通り19番地』 Ｅ・Ｌ・カニグズバーグ作
『ガンプ　魔法の島への扉』 エヴァ・イボットソン作
『こんにちはおにさん』

内田麟太郎作　広野多珂子絵
『こねこのチョコレート』

Ｂ・Ｋ・ウィルソン作　大社玲子絵
『怪しい炎のクリスマス』 那須正幹作　西村郁雄絵

☆沿志奏逢／Bank Band
☆シー　イズ／今井美樹
☆グレイテストヒッツ：マイ・プリロガティヴ／

ブリトニー・スピアーズ
☆JAZZ FINE

『ファティマの幸運』 ジョーン・ドリヤンスキー著　
『奇跡も語る者がいなければ』 ジョン・マグレガー著
『王狼たちの戦旗 上・下』 ジョージ・Ｒ・Ｒ・マーティン著
『いろいろ素材でハンドメイド・リース』
『明日を拓く視点』 堺屋太一著　

『ポリッセーナの冒険』
ビアンカ・ピッツォルノ作　クェンティン・ブレイク絵
『かかしごん』 成田聡子作・絵
『くいしんぼうさぎ』 せなけいこ作・絵
『バーティミアス２　ゴーレムの眼』

ジョナサン・ストラウド著
『ぼくたちの生きる理由』 今西乃子著

今月の休館日 1・2日（特）・6日（月）・13日（月）・20日（月）・23日（祝）・27日（月）・29日～31日（年末）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
☆12月29日から1月4日までは年末年始の休館日です
長期間の休館のため、12月21日から28日までは、本の
貸出冊数を10冊までとします。なお、28日は開館時間の
延長を中止し、17時の閉館とします。
クリスマスブラックライトシアター

日　時 12月17日（金）15時30分　
おななしくらぶ「まほうのて」
場　所 視聴覚室（図書館の横）
会場の関係で先着30名までとさせていただきます。
なお、開演中の出入りは出来ませんのでご了承ください。
アドレス　http://www.waki -toshokan.jp/

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）

絵本の読みきかせ
日　時 12月18日（土）15時～
場　所 図書館内絵本のコーナー
よみきかせボランティア「ぴのきお」
☆読書感想画コンクール作品募集
対象者 幼児（3歳以上）・小学生
応募条件 和木町立図書館から借りた本を読んでの感想画である
こと。四つ切り画用紙に、クレヨン・水彩絵の具等で描いたもの。
応募期間 12月15日（水）～1月21日（金）まで
その他 優秀な作品には、賞を授与します。2月13日
（日）の図書館まつりで展示します。
主　催 和木町教育委員会
応募・問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）



当
て
は
ま
る
項
目
の
合
計
得
点
で
、
骨
粗

し
ょ
う
症
の
危
険
性
を
判
定
し
ま
し
ょ
う
。

0
〜
2
点
・
・
・
危
険
性
は
低
い

3
〜
6
点
・
・
・
や
や
危
険
性
が
あ
る

7
〜
9
点
・
・
・
危
険
性
が
あ
る

10
点
以
上
・
・
・
危
険
性
が
高
い

9

骨
を
守
る
た
め
の
生
活
習
慣
は
世
代
に

よ
っ
て
変
化
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
で

今
の
あ
な
た
に
あ
う
習
慣
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。

【
10
代
】

骨
芽
細
胞
の
働
き
が
強
く
、
骨
が
た
く

さ
ん
つ
く
ら
れ
る
時
期
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の

多
い
食
品
を
食
べ
、
し
っ
か
り
運
動
し
て

骨
を
貯
え
ま
し
ょ
う
。
食
事
を
抜
く
よ
う

な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
骨
量
を
減
ら
し
て
し
ま

い
ま
す
。

【
20
〜
30
代
】

骨
芽
細
胞
と
破
骨
細
胞
の
働
き
が
同
じ

く
ら
い
で
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
、
骨
量
も
一

定
を
保
つ
時
期
。
妊
娠
・
出
産
・
授
乳
時

は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
消
費
量
も
多
い
の
で
、

カ
ル
シ
ウ
ム
を
多
く
含
む
食
品
を
食
べ
ま

し
ょ
う
。
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
は
イ
ラ
イ
ラ

す
る
な
ど
情
緒
不
安
定
を
も
た
ら
し
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に

も
カ
ル
シ
ウ
ム
は
大
切
で
す
。
ま
た
、
た

ば
こ
は
骨
の
形
成
を
阻
害
し
ま
す
。
さ
ら

に
が
ん
や
肺
の
疾
患
、
そ
し
て
お
肌
に
も

悪
影
響
が
・
・
・
。
健
康
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
禁
煙
を
。

お
勧
め
の
運
動
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
水
泳
な
ど
。

競
技
と
し
て
で
は
な
く
、
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
運
動
と
し
て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
。
全

力
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
場
合
は
、
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
十
分
に
。

【
40
〜
50
代
】

女
性
は
閉
経
を
迎
え
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
減
少
か
ら
破
骨
細
胞
の
働
き
が
強
く
な

る
時
期
。
そ
ろ
そ
ろ
骨
量
の
減
少
が
始
ま

り
ま
す
。
減
少
の
カ
ー
ブ
を
緩
や
か
に
す

る
た
め
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
や
適
度

な
運
動
習
慣
が
必
要
で
す
。
骨
密
度
を
測

定
す
る
な
ど
、
自
分
の
骨
の
状
態
に
つ
い

て
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

お
勧
め
の
運
動
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

水
泳
、
テ
ニ
ス
、
卓
球
な
ど
。
手
軽
に
で

き
る
運
動
を
選
び
、
少
し
ず
つ
強
度
を
増

し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
運
動
の
前
後
に

は
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ
と
。
疲
れ
た
ら

無
理
せ
ず
休
む
。（
あ
ら
か
じ
め
休
憩
時

間
を
組
み
込
ん
で
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
）

【
60
代
以
上
】

加
齢
に
伴
い
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
増

え
て
く
る
時
期
。
転
倒
は
判
断
力
や
認
識

力
の
低
下
に
加
え
、
歩
行
能
力
、
バ
ラ
ン

ス
能
力
、
筋
力
の
低
下
が
原
因
で
生
じ
ま

す
。
体
力
の
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

転
倒
を
起
こ
し
や
す
い
病
気
と
し
て
、

起
立
性
低
血
圧
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
睡

眠
障
害
、
視
力
障
害
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
症

候
群
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
持
病
が
あ
る
方
は
、
転
ば
な
い

た
め
の
備
え
が
必
要
で
す
。
睡
眠
導
入
剤
、

降
圧
剤
、
精
神
安
定
剤
は
正
し
く
服
用
し

な
い
と
、
眠
気
や
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
症
状

が
出
現
し
、
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

薬
は
用
法
を
守
っ
て
使
い
ま
し
ょ
う
。
ち

ょ
っ
と
し
た
段
差
が
転
倒
を
招
く
な
ど
、

骨
折
の
危
険
は
高
ま
り
ま
す
。
生
活
環
境

を
再
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

お
勧
め
の
運
動
は
、
ま
ず
は
歩
く
こ
と
。

体
操
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
軽
い
運
動
も

よ
い
で
す
。
慣
れ
て
き
た
ら
水
泳
も
い
い

で
し
ょ
う
。
運
動
と
い
う
よ
り
、
規
則
正

し
い
生
活
を
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

1
日
に
1
回
は
外
出
し
ま
し
ょ
う
。
気
分

転
換
に
な
り
、
適
度
に
日
光
に
あ
た
る
こ

と
や
歩
く
こ
と
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

に
役
立
ち
ま
す
。
持
病
が
あ
る
場
合
や
、

健
康
診
断
で
問
題
点
が
あ
れ
ば
、
運
動
は

医
師
の
指
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

骨
を
守
る
習
慣
を

骨
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

！

喫
煙
の
習
慣
が
あ
る

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
だ

か
ら
だ
を
動
か
す
の
が
億
劫
だ

腰
や
背
中
が
痛
い

月
経
が
不
順
で
あ
る

閉
経
を
迎
え
た

や
せ
て
い
る

身
長
が
低
く
な
っ
た

お
酒
、
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
が
好
き

で
よ
く
飲
む

牛
乳
、
乳
製
品
が
嫌
い
で
ほ
と
ん

ど
と
ら
な
い

小
魚
、
野
菜
、
大
豆
製
品
は
あ
ま

り
食
べ
な
い

極
端
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
こ
と

が
あ
る

家
族
や
親
戚
に
骨
粗
し
ょ
う
症
の

人
が
い
る

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
骨
折
し
た

こ
と
が
あ
る

胃
や
腸
の
手
術
を
し
た
こ
と
が
あ

るス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
治
療
薬
と
し
て

使
っ
て
い
る

肝
臓
病
、
腎
臓
病
、
糖
尿
病
、
甲

状
腺
疾
患
な
ど
が
あ
る

1
点

2
点

2
点

2
点

2
点

4
点

2
点

6
点

1
点

2
点

2
点

2
点

2
点

10
点

2
点

2
点

2
点
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健康カレンダー （12月16日～1月13日）

食推さんのおすすめメニュー

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

12月16日（木）

1月 6日（木）

8月12日（水）

8月13日（木）

行　　　　事

お話し会「ぴよぴよ」

育児相談（計測のみ）

プレイルーム

プレイルーム

育児相談

プレイルーム

受付時間

10：00～15：00

13：30～14：30

10：00～15：00

10：30～11：15

10：30～11：30

10：00～15：00

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

乳幼児とその保護者の方

平成16年1月～4月生まれの子とその保護者

乳幼児とその保護者の方

ピリ辛豚肉のレタスのせ
材料6人分
豚うす切肉・・・400g
レタス・・・・・・・・30枚
白ネギ・・・・・・・・・1本
にんにく・・・・小1カケ

野沢菜・・・・・・・・・150g
油・・・・・・・大さじ1と1／2
しょうが・・・・・・小1カケ

酒・・・・・・・・・・・大さじ2
白ごま・・・大さじ1と1／2
コチュジャン・・・大さじ1
しょうゆ・・・・・大さじ1

作り方
①下準備
豚肉・・・・・一口大に切っておく。
レタス・・・葉を一枚ずつはがし、大きいもの

は２～３等分に切る。
白ねぎ・・・１／３はせん切りに切る。

残りはみじん切りに。
にんにく・しょうが・・・みじん切りにする。
野沢菜・・・軽く水を切って、粗みじん切りに

②炒める
中華鍋にサラダ油を中火で熱し、豚肉を入
れて炒める。豚肉の色が変わったら、みじ
ん切りのねぎ、にんにく、しょうがを加え
て炒め合わせ、香りが出たら、酒を振る。
コチュジャンとしょうゆを加えて、手早く
からめ、野沢菜を加え、さっと炒める。ご
まを加えてひと混ぜする。

③盛り付ける
レタスが皿になるように、並べる。②を等
分にのせ、せん切りにした白ねぎを散らす。

行事の多い季節になりました。オードブルの一品におすすめです。
（食推４班　藤本　伸子）

１月下旬から
総合健診の申し込み

平成17年度の総合健診の申し込みが、1
月下旬から始まります｡前年度に申し込み
をされていても、17年度用の申し込みが
必要ですので、健診を利用する方はお忘
れなくお申し込みください｡
申込書 1月下旬に各世帯に配布

（世帯全員を1枚にまとめたもの）
申込み期間 1月下旬～2月15日

申込み･問合せ

保健相談センター（ 52ー7290）

一口大に切る�

せん切りに�

みじん切り�

みじん切り�

粗みじん切り�

みじん切り�

2/3本分�

豚肉�

豚肉�

ねぎ�白ねぎ�

にんにく�

にんにく�

①�

②�

③�
しょうが�

しょうが�

しょうゆ�

 酒�

コチュジャン�
野沢菜�

1／31／3

2／32／3 レタスの上へ�

ねぎの�
せん切りを上へ�

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
町内の満65歳以上の方を対象に、インフルエンザ予防接種を実施します。
実施期間 12月28日（火）まで　実施医療機関 木村医院・中村クリニック
※町外の医療機関で接種を希望される場合は､事前に保健相談センターにお問い合わせください。
対象者 和木町に住民票がある満65歳以上の希望者
※60歳以上65歳未満の方でも、心臓､腎臓または呼吸器の機能障害で身体障害者手帳1級程度の障害のある人、
またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活が不可能な程度の障害のある人は接種できます。
自己負担額 1,050円（但し、生活保護受給者は無料）
※必ず実施医療機関へ予約してください。 問合せ 保健相談センター（ 52ー7290）

健診日程（予定）

婦人科健診

受　　　　付

9時～11時、
13時～15時

4月15日（金）

4月25日（月） 9時～11時

4月18日（月）～23日（土）
7時30分～10時30分受付

総 合 健 診

（
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2004・キルトstudio ANNIE作品展

展示期間 12月17日（金）～12月19日（日）

開館時間 9時～17時

展示内容 パッチワークキルトで演出する、ぬくも
りのある空間をお楽しみください。

入場料 無料

問合せ キルトstudio ANNIE 主宰 畠中 真由美　　
（ 53ー0264）

日　時 12月22日（水） 9時30分～11時

内　容 子どもと遊ぼう！（クリスマス会）

場　所 保健相談センター

参加費 200円

対象者 町内在住のおおむね70歳以上の方
問合せ わきあいあい苑在宅介護支援相談センター　

（ 54ー0322）

和木美術館情報 Band Meeting in WAKI  vol.8
日　時 12月18日（土）

会　場 文化会館大ホール

主　催 和木町文化協会ロック部

入場料 無　料

開　演 17時30分

閉　演 20時30分（予定）

DVDプレイヤー他多数プレゼント用意してます。

抽選券付き入場整理券は文化会館、コミュニテイ

センターにあります。
出演バンド

1．Su-Chan・Band 17時30分～

2．I．L．T（アイ．エル．ティ）17時50分～

3．HANG OVERS 18時10分～

4．タイムバンド　18時30分～

5．BLUES WORKSHOP 18時50分～

6．BAND ON THE RUN 19時10分～

7．Saturday Night Club Band 19時30分～

8．JACKPOT 19時50分～

WAKI・コンサート’04
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

と
　
き
▼
11
月
7
日

と
こ
ろ
▼
体
育
セ
ン
タ
ー

結
　
果
▼
個
人
戦
小
学
校
低
学
年
の
部

第
3
位
　
中
本
　
崇
斗
（
小
学
2
年
）

個
人
戦
小
学
校
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
山
根
　
央
充
（
小
学
6
年
）

第
2
位
　
上
岡
　
聖
卓
（
小
学
6
年
）

個
人
戦
中
学
生
の
部

第
2
位
　
竹
腰
　
圭
祐
（
中
学
3
年
）

と
　
き
▼
10
月
23
日

と
こ
ろ
▼
岩
国
基
地

結
　
果
▼
ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部

10
〜
12
歳
の
部
　
準
優
勝

と
　
き
▼
10
月
31
日
、
11
月
7
日

と
こ
ろ
▼
宇
部
市
ほ
か

結
　
果
▼

第
3
位
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
B
級

第
2
位
　
卓
球
2
部
男
子

優
　
勝
　
弓
道
男
子
団
体

玖
珂
A
（
竹
本
秀
喜
）

第
3
位
　
玖
珂
B
（
藤
本
正
明
・
竹
島
佳

宏
・
吉
田
幸
司
）

と
　
き
▼
11
月
3
日

と
こ
ろ
▼
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
新
人
戦
（
5
年
生
以
下
）

優
　
勝
　
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

と
　
き
▼
11
月
7
日

と
こ
ろ
▼
美
和
町

結
　
果
▼
新
人
戦
（
5
年
生
以
下
）

優
　
勝
　
ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

２
０
０
４
年
Ｍ
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｎ
Ｉ
日
米

親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

第
６
回
和
木
町

剣
道
錬
成
大
会

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
岩
国
リ
ー
グ

山
口
県
体
育
大
会

第
４
回
美
和
町
少
年

少
女
親
睦
球
技
大
会

漏
水
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
、
漏
水
調
査
を
実
施
し

ま
す
。

調
査
員
▼
（
株
）
コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ

調
査
地
域
▼
和
木
地
区

調
査
期
間
▼
11
月
29
日
　
〜
2
月
28
日

調
査
時
間
帯

止
水
栓
音
聴
調
査
（
8
時
30
分
〜
17
時
）

管
路
音
聴
調
査

（
22
時
〜
3
時
）

確
認
調
査

（
8
時
30
分
〜
17
時
）

※
直
接
、
調
査
員
が
個
人
宅
に
訪
問
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
6
）

（ ）月

（ ）月

寄
付
・
寄
贈

次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

三
浦
　
竜
夫
さ
ん
（
和
木
1
丁
目
）

廣
澤
　
一
憲
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）

大
野
八
重
子
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）

●
一
般
寄
付

匿
名
の
方
（
和
木
5
丁
目
）

ま
た
、
次
の
方
よ
り
町
の
福
祉
の
た

め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

剛
柔
流
空
手
道
東
剛
館
　
様

優勝おめでとう！
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自
己
負
担
額
が
1
ヶ
月
の
限
度
額
を

超
え
た
と
き

同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
同
じ
医
療
機

関
に
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
　
の
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分

が
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
ま
ず
、
個
人
ご
と
に
外
来
の
限
度
額

に
あ
て
は
め
て
、
超
え
る
金
額
を
計

算
し
ま
す
。

②
外
来
と
入
院
を
合
わ
せ
て
自
己
負
担
限

度
額
　
に
あ
て
は
め
、
超
え
る
額
を
計

算
し
ま
す
。

③
上
記
①
と
②
を
合
わ
せ
た
額
が
、
あ
と

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
支
給
が
4
回
以
上
あ

る
と
き

過
去
12
ヶ
月
以
内
に
、
ひ
と
つ
の
世
帯

で
高
額
療
養
費
の
支
給
が
4
回
以
上
に
な

る
場
合
、
4
回
目
以
降
の
限
度
額

を

超
え
た
分
が
あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
じ
世
帯
で
合
算
し
て
限
度
額
を
超

え
た
と
き

ひ
と
つ
の
世
帯
内
で
、
同
じ
月
内
に

2
1
、0
0
0
円
以
上
の
自
己
負
担
額
を

2
回
以
上
支
払
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
ら

を
合
わ
せ
て
表
2

（
4
回
目
以
降
は

表
2

）
の
限
度
額
を
超
え
た
分
が
、

あ
と
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
ま
ず
、
70
歳
未
満
の
人
と
70
歳
以
上
の

人
と
に
分
け
て
計
算
し
ま
す
。

②
70
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
、
個
人
ご
と

に
表
1

で
外
来
の
限
度
額
を
ま
と
め
、

そ
の
後
、
表
1

で
外
来
と
入
院
を
合

わ
せ
た
世
帯
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

③
右
記
②
を
計
算
後
、
70
歳
未
満
の
合
算

対
象
と
な
る
額
（
2
1
、
0
0
0
円
以

上
の
自
己
負
担
額
）
を
加
え
て
、
国
保

世
帯
全
体
で
の
自
己
負
担
限
度
額
　
　

を
適
用
し
ま
す
。

自
己
負
担
限
度
額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す

表1 自己負担限度額（月額）

表2 自己負担限度額（月額）

所得区分については左ページをご覧ください。

所得区分については左ページをご覧ください。

3回目までの�
限度額�

4回目以降の�
限度額�

8月�

高額療養費として�
支給�

同一世帯内での�
自己負担金�1

回
目�

9月�

2
回
目�

10月� 11月�

3
回
目�

12月�

4
回
目�

過去12か月�

①
70
歳
以
上
の
人
の
場
合

（
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
除

き
ま
す
。）

②
70
歳
未
満
の
人
の
場
合

（ ）1

（ ）2（ ）3

所得区分

一　般

一定以上所得者

低所得Ⅱ

低所得Ⅰ

所得区分

一　般

上位所得者

住民税非課税世帯

4回目以降　　

40,200円

77,700円

24,600円

3回目まで

72,300円
※医療費が241,000円を超えた
場合は、超えた分の1％が
加算されます。

139,800円
※医療費が466,000円を超えた
場合は、超えた分の1％が
加算されます。

35,400円

外来（個人ごと）

12,000円

40,200円

8,000円

8,000円

外来＋入院（世帯ごと）

40,200円

72,300円
※医療費が361,500円を超えた場合は、超え
た分の1％が加算されます。
※過去12ヶ月以内に　の自己負担限度額を
超えた高額療養費の支給が4回以上あった
場合、4回目以降は40, 200円となります。

24, 600円

15,000円

ＤC

B

B

A

B

A

Ｄ

Ｄ

C

C

Ｄ
C

B

A

③
70
歳
以
上
と
70
歳
未
満

を
合
算
す
る
場
合

（
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
は
除

き
ま
す
）

こ
の
限
度
を
超
え
る
分
が
、
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
病
気
や
け
が
を
し
て
お
医
者

さ
ん
に
診
療
し
て
も
ら
う
と
、
か
か
っ
た

医
療
費
の
1
割
〜
3
割
を
窓
口
で
支
払
い

ま
す
。
こ
の
窓
口
で
支
払
っ
た
金
額
を
自

己
負
担
額
と
い
い
ま
す
。

も
し
、
こ
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
き
、
定
め
ら
れ
た
額
を

超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
が
あ
る

の
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の
制
度
は
「
高

額
療
養
費
」
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち
の
自
己

負
担
を
軽
減
し
て
く
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
国
保
に
申
請
し
て
支
給
さ
れ

る
制
度
で
す
の
で
、
申
請
を
し
な
い
と
払

い
戻
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に
申

請
し
ま
し
ょ
う
。
和
木
町
で
は
、
該
当
す

る
人
に
は
、
診
療
月
の
概
ね
2
ヶ
月
後

（
10
月
診
療
の
場
合
は
12
月
）
の
月
の
中

旬
に
通
知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

高
額
療
養
費
は
、
ど
ん
な
場
合
で
も
支

給
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢

や
所
得
区
分
に
よ
っ
て
、
自
己
負
担
限
度

額
が
異
な
り
支
給
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か

が
決
ま
り
ま
す
。

保
険
証
は
介
護
保
険
を
利
用
す
る
と
き

に
必
要
で
す
。
大
切
に
扱
い
ま
し
ょ
う
。

●
保
険
証
を
受
け
取
っ
た
と
き→

記
載
事
項

に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
き→

申
請
時
に
保
険
証
を
役
場
に
提
出
し
、
要

支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
認
定
を
受
け
た
い
と
き→

保
険
証
に
要
介

護
度
や
、
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す
る

た
め
に
本
人
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が

注
意
す
る
こ
と
な
ど
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き→

保
険
証

を
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
に
提
出
し
ま
す
。

●
認
定
を
更
新
す
る
と
き→

認
定
に
は
有

効
期
間
が
あ
り
ま
す
。
有
効
期
間
が
終
了

す
る
60
日
前
か
ら
30
日
前
ま
で
に
役
場

に
保
険
証
を
提
出
し
更
新
を
受
け
ま
す
。

●
資
格
を
失
っ
た
と
き→

保
険
証
を
す
み

や
か
に
役
場
へ
返
却
し
ま
す
。

●
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き→

14

日
以
内
に
役
場
へ
届
け
出
ま
す
。

●
保
険
証
を
な
く
し
た
と
き→

す
ぐ
に
役

場
へ
届
け
出
ま
す
。
保
険
証
の
貸
し
借

り
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
と
き

第
1
号
被
保
険
者

65
歳
以
上
の
方

65
歳
以
上
の
誕
生
日
が
あ
る
月
（
1
日

が
誕
生
日
の
方
は
そ
の
月
）
に
交
付
さ
れ

ま
す
。
保
険
証
の
交
付
申
請
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

第
2
号
被
保
険
者

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
が
要
支
援

ま
た
は
要
介
護
と
認
定
さ
れ
る
と
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
希
望
を
す
れ
ば
交
付
さ

れ
ま
す
。（
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
証

の
提
示
が
必
要
で
す
。）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
1
4
）

高
額
療
養
費
と
は

高
額
療
養
費
が

支
給
さ
れ
る
場
合

あ
な
た
の
所
得
区
分
は
？

所
得
の
申
告
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
家
族
全
員
の
申
告

が
な
け
れ
ば
上
位
所
得
者
に
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
家
族
全
員
の
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

★
70
歳
以
上
の
人

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
一
定
以
上
所

得
者
は
2
割
、
そ
れ
以
外
の
人
は
1
割
と

な
り
ま
す
。

一
定
以
上
所
得
者

同
一
世
帯
に
一
定
の
所
得
（
課
税
所
得

が
1
2
4
万
円
）
以
上
の
70
歳
以
上
の
国

保
被
保
険
者
ま
た
は
老
人
保
健
で
医
療
を

受
け
る
人
（
国
保
被
保
険
者
に
限
る
）
が

い
る
人
に
あ
た
り
ま
す
。
た
だ
し
、
70
歳

以
上
の
国
保
被
保
険
者
お
よ
び
老
人
保
健

で
医
療
を
受
け
る
人
（
国
保
被
保
険
者
に

限
る
）
の
収
入
合
計
が
、
2
人
以
上
の
場

合
は
6
3
7
万
円
未
満
、
1
人
の
場
合
は

4
5
0
万
円
未
満
で
あ
る
と
申
請
し
た
場

合
は
「
一
般
」
の
区
分
と
同
様
に
な
り
、

1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

一
　
般

一
定
以
上
所
得
者
、
低
所
得
Ⅱ
、
低
所

得
Ⅰ
の
い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
人

で
す
。

低
所
得
者
Ⅱ

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
の
人
（
低
所
得
Ⅰ

以
外
の
人
）
に
あ
た
り
ま
す
。

低
所
得
者
Ⅰ

同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ
び
国
保
被
保

険
者
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ
の
世
帯
の

各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除
（
年
金
の
所

得
は
控
除
額
を
65
万
円
と
し
て
計
算
）
を

差
し
引
い
た
と
き
に
0
円
と
な
る
人
に
あ

た
り
ま
す
。

※
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
す
る
人
は
、
入

院
の
際
に
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
70
歳
未
満
の
方

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
3
歳
未
満
2

割
、
3
歳
以
上
70
歳
未
満
3
割
と
な
り
ま

す
。

上
位
所
得
者

上
位
所
得
者
と
は
、
国
民
健
康
保
険
料

の
算
定
の
基
礎
と
な
る
基
礎
控
除
後
の
総

所
得
金
額
な
ど
が
6
7
0
万
円
を
越
え
る

世
帯
に
あ
た
り
ま
す
。

一
　
般

上
位
所
得
者
に
該
当
し
な
い
住
民
税
課

税
世
帯
に
あ
た
り
ま
す
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
に
あ
た
り
ま

す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
つ
い
て



ご存じですか？国保料のこと
正しく知って、正しく納めましょう

●保険料額ってどう決まっているの？

その年に予測される医療費から、国などの補助金

と、皆さんがお医者さんで支払う負担金を除いた額

が保険料額と決められます。次の項目を組み合わせ

た合計額が1年間の保険料です。

■ 40歳未満の方及び65歳以上の方（医療分）

※65歳以上の方は介護保険料が別にかかります。

■ 40歳から64歳の方

上記医療分と下記介護分の合算額です。

介護分

※医療分限度額は53万円、介護分限度額は8万円です。

●年度途中で国保に入ったり、やめた場合の保険料額は？

・途中で加入したときの保険料額

年間保険料×
加入の資格を得た月から年度末までの月数

12

・途中で脱退したときの保険料額

年間保険料×
4月から資格喪失月の前月までの月数

12

●誰に保険料を納める義務があるの？

保険料納付の義務は世帯主にあります。世帯主が会

社の健康保険などに加入していて、国保の被保険者で

ない場合でも､世帯の中に一人でも国保の被保険者が

おられる場合は､世帯主宛に通知書が送付されます。

問合せ 税務課（ 52ー2135内線203）

山口県の最低賃金　638円　平成16年10月1日～
※山口県の最低賃金は平成14年から時間額のみになり
ました。

産業別最低賃金

従業員を解雇される方は違反とならないように確認
してください。
※産業別最低賃金は平成15年から時間額のみになりま
した。

問合せ 厚生労働省労働局賃金室（ 083ー995ー0372）
岩国労働基準監督署（ 24ー 1133）

15

従来の住宅ローンに比べ、種々のメリットを持った

新型住宅ローン（住宅金融公庫による証券化を活用し

た最長35年の長期固定金利型）が創設されています。

詳しくは住宅金融公庫のホームページをご覧くださ

い。http://www. jyukou .go.jp

問合せ 住宅金融公庫中国支店

（ 082ー221ー8877）

住宅金融公庫新型住宅ローン

山口県の最低賃金ついて

鉄鋼業など製造業 753円

電気機械部品など製造業 691円

輸送機械具製造業 733円

百貨店、スーパーなど 693円

次の方を対象に、大学、短期大学等への進学資金を

貸し付けますのでご利用ください。

対象者 中小企業勤労者で県内に1年以上居住し、同一

事業所に1年以上勤務している方

貸付限度額 300万円

償還期間 10年以内

（うち在学期間中で4年以内の据置可）

貸付利率 年2.5％（別に保証料が必要）※高等学校

等の教育資金については、限度額70万円、償

還期間3年以内（据置なし）

申込先 中国労働金庫

問合せ 企画総務課（ 52ー2135）

県東部労政事務所（ 0834ー33ー6441）

―大学・短大等への進学資金に―
県・市町村中小企業勤労者
小口資金貸付制度

平成16年12月15日～

納めよう
健康ささえる　保険料
12月は国保料完納強調月間です

所得割

均等割

平等割

世帯の所得に応じて計算します。
（総所得金額－33万円）×7％

世帯の加入者数に応じて計算します。
1人32,000円×国保加入者数

1世帯にいくらと計算します。
1世帯27,000円

所得割

均等割

平等割

世帯の所得に応じて計算します。
（40歳から64歳の方の総所得金額－33万円）×1.43％

世帯の加入者数に応じて計算します。
40歳から64歳の方1人につき8,300円

1世帯にいくらと計算します。
1世帯4,700円



総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
12
月
17
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

各
　
種
　
相
　
談

（ ）金

使
い
道
▼
高
校
、
大
学
へ
の
入
学
金
、
授

業
料
、
そ
の
他

融
資
額
▼
学
生
・
生
徒
1
人
に
つ
き
2
0
0

万
円

返
済
期
間
▼
10
年
以
内
（
在
学
期
間
以
内

で
元
金
据
置
が
可
能
）

利
　
率
▼
1
・
7
％
（
固
定
）
11
月
10
日

現
在

返
済
方
法
▼
毎
月
元
利
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
併
用
払
い
も
可
能
）

保
　
証
▼

教
育
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
連
帯
保
証
人
1
名
以
上

問
合
せ
▼
国
民
生
活
金
融
公
庫
岩
国
支
店

（

22
ー

6
2
6
5
）

岩
国
都
市
計
画
臨
港
地
区
に
つ
い
て
は
、

岩
国
港
の
管
理
運
営
の
た
め
、
現
在
、
装

束
地
区
の
ふ
頭
用
地
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の
た
び
、
沖
合
に
埋
め
立
て
ら

れ
た
箇
所
の
追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

変
更
案
の
説
明
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め

に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
ご
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
▼
12
月
7
日
　
　
19
時
〜

場
　
所
▼
岩
国
港
湾
管
理
事
務
所
会
議
室

問
合
せ
▼
岩
国
港
湾
管
理
事
務
所
施
設
課

（

22
ー

2
2
7
1
）

都
市
建
設
課
管
理
係

（

52
ー

２
１
３
５
内
線
４
１
１
）

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
ご
案
内

岩
国
都
市
計
画
臨
港
地
区
の

変
更
案
に
関
す
る
説
明
会

（ ）火

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

製
造
業
を
営
む
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
が
、
12
月

31
日
を
調
査
基
準
日
と
し
て
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
使

わ
れ
る
ほ
か
、
企
業
や
大
学
な
ど
で
の
研

究
資
料
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
教
材
な

ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
1
月
に
か
け
て
、
調
査
員
が

各
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基

づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正

確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
県
商
工
労
働
部
統
計
班

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

2
6
5
4
）

企
画
総
務
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）
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広
報
わ
き
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
を
、
ご

希
望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）

募
集
資
格
▼
中
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
17
歳
未
満
の
男
子

受
付
期
間
▼
11
月
1
日
　
〜
1
月
11
日
　

試
験
日
▼
第
1
次
試
験
1
月
15
日

待
　
遇
▼
自
衛
官
（
3
士
）
と
し
て
採
用
さ

れ
、
4
年
間
の
教
育
後
、
3
曹
（
陸
・
海
・

空
）
に
任
命
さ
れ
、
部
隊
の
中
堅
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

教
育
中
は
衣
食
及
び
俸
給
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
ま
た
同
期
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

先
輩
・
後
輩
と
も
一
緒
に
生
活
す
る
全
寮

制
の
よ
う
な
教
育
環
境
で
す
。

入
隊
と
同
時
に
高
等
学
校
（
通
信
制
）

に
入
学
し
、
3
年
修
了
時
に
は
高
校
卒
業

資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

そ
し
て
自
衛
隊
生
徒
か
ら
、
防
衛
大
学
校

や
航
空
学
校
に
進
学
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

問
合
せ
▼
自
衛
隊
山
口
地
方
連
絡
部
岩
国

募
集
事
務
所
（

23
ー

1
5
8
0
）

町
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、
身
体
上
ま
た

は
、
精
神
上
の
著
し
い
障
害
の
た
め
介
護
保

険
法
に
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
が
4
ま
た

は
5
の
方
を
在
宅
で
常
時
介
護
し
て
い
る
方

に
対
し
、
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

基
準
日
▼
10
月
1
日

年
　
額
▼
10
万
5
千
円
（
入
所
生
活
介
護

等
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
は
減
額
）

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
2
0
8
）

寝
た
き
り
者
等
介
護
見
舞

金
を
支
給
し
て
い
ま
す

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

自
衛
隊
生
徒
募
集

（ ）月

（ ）財

（ ）土

（ ）火
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（
11
月
20
日
句
会
）

水
鳥
の
河
口
を
染
め
て
夕
日
落
つ

陣
場
　
直
雄

山
茶
花
に
静
か
な
雨
と
な
り
に
け
り

陣
場
　
孝
子

攻
め
焚
や
大
鍋
据
ゑ
て
冬
の
土
間

浜
田
千
代
美

通
夜
の
座
に
ま
ぎ
れ
こ
み
た
る
冬
の
蝶

浦
　
　
盈
子

寒
鰤
を
女
捌
き
ぬ
朝
の
市

超
智
　
幸
子

短
日
や
鉢
巻
き
を
し
て
壁
を
塗
る

小
川
　
誉
子

誓
詞
読
む
新
郎
新
婦
菊
薫
る

下
村
美
恵
子

蓮
掘
り
の
片
頬
染
め
る
夕
日
か
な

灰
岡
美
穂
子

切
千
の
筵
に
夕
日
残
り
け
り

平
岡
　
菊
江

捨
つ
る
に
は
惜
し
き
絵
も
よ
う
柿
落
葉

山
重
　
杵
子

冬
ざ
れ
の
空
へ
消
え
ゆ
く
鳩
一
羽

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入
居
申
込
み
を

停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

新
潟
県
中
越
地
震
災

害
義
援
金
に
つ
い
て

10
月
23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
と
、
そ
れ
に
続
く
余
震
に
よ
り
被

災
さ
れ
た
方
々
の
助
け
に
な
れ
ば
と
、

先
月
初
旬
か
ら
末
日
ま
で
、
役
場
入
口

に
募
金
箱
を
設
置
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

11
月
25
日
現
在
で
１
6
4
、
８
４
２
円
と

な
り
ま
し
た
。

温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
町

民
の
皆
さ
ま
に
対
し
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心

よ
り
祈
念
し
ま
す
。

和
木
町

【
相
　
談
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
で
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

を
落
札
し
た
。
出
品
者
よ
り
振
り
込

み
確
認
後
２
日
以
内
で
商
品
を
届
け

る
旨
の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
た
の

で
、
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
代
金
を
支

払
っ
た
が
、
そ
の
後
、
出
品
者
と
連

絡
が
取
れ
ず
（
メ
ー
ル
に
記
載
さ
れ

て
い
た
連
絡
先
は
別
人
）、
商
品
も

送
ら
れ
て
こ
な
い
。

【
処
　
理
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
詐
欺
に
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

メ
ー
ル
や
口
座
振
込
の
控
え
な
ど
を

持
っ
て
、
最
寄
り
の
警
察
署
へ
相
談

に
行
く
よ
う
助
言
し
た
。

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、
自
宅
に

居
な
が
ら
欲
し
い
品
物
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
若
者
を
中
心
に
大

変
人
気
を
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
回
の
よ
う
な
相
談
の
他
「
届
い
た

商
品
が
出
品
さ
れ
て
い
た
商
品
と
違

う
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の
対
策

と
し
て
、
入
札
時
に
は
「
①
商
品
の

状
態
、
送
料
の
負
担
、
返
品
・
解
約

に
関
す
る
条
件
等
を
確
認
す
る
②
他

の
落
札
者
が
出
品
者
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
た
か
を
参
考
に
す
る
」
な
ど

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
商
品

を
落
札
し
た
後
で
は
「
③
出
品
者
が

実
在
す
る
か
電
話
な
ど
で
確
か
め
る

④
代
金
の
前
払
い
は
で
き
る
だ
け
避

け
る
、
も
し
く
は
エ
ス
ク
ロ
ー
サ
ー

ビ
ス
（
出
品
者
と
落
札
者
の
間
で
品

物
や
代
金
の
受
け
渡
し
を
仲
介
し
、

取
引
の
安
全
を
確
保
す
る
）
事
業
者

を
利
用
す
る
⑤
万
一
に
備
え
、
出
品

者
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
や
口
座
振
込

み
の
控
え
、
落
札
時
の
パ
ソ
コ
ン
の

画
面
表
示
を
デ
ー
タ
と
し
て
保
存
し

て
お
く
」
な
ど
十
分
注
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
運
営
会

社
の
利
用
案
内
や
被
害
状
況
に
つ
い

て
ま
と
め
た
サ
イ
ト
を
よ
く
読
み
、

便
利
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
▼

企
画
総
務
課
　
（

52
ー

2
1
3
5
）

く
ら
し
の
相
談
員

岡
内
章
二
郎
　
（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

消費者生活相談�
だよりVol.3

ネットオークションで
商品を落札したが……

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・

テ
レ
フ
ォ
ン
山
口

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン
で
は
、

仕
事
も
家
庭
も
大
切
に
安
心
し
て
働
き

た
い
あ
な
た
へ
「
育
児
・
介
護
・
家
事

代
行
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
情
報
を
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
供
し
て
い
ま

す
。（
情
報
提
供
は
無
料
で
す
）

【
月
〜
金
曜
日
9
時
30
分
〜
16
時
30
分
】

（
祝
日
は
除
く
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
提
供
は

フ
レ
ー
フ
レ
ー
ネ
ッ
ト
で

h
ttp
://w

w
w
.2020n

et.jp

問
合
せ
▼
財
団
法
人
21
世
紀
職
業
財
団

山
口
事
務
所

（

0
8
3
ー

9
2
3
ー

2
0
2
0
）
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虫
の
音
も
金
木
犀
の
甘
い
香
も
い
つ
し
か
消
え
て

秋
深
ま
り
ぬ

大
野
　
千
尋

生
上
手
あ
や
つ
り
上
手
流
行
世
に
努
力
重
ね
し

「
イ
チ
ロ
ー
」
讃
ふ

嘉
屋
　
笑
子

六
年
の
思
い
出
留
め
む
運
動
会
テ
ー
プ
切
る
孫

両
手
に
V
字

神
園
　
静
美

街
路
樹
の
倒
れ
ゆ
く
さ
ま
映
像
に
見
つ
つ
声
な
し

台
風
の
惨

近
藤
巳
津
子

老
い
し
わ
れ
熱
き
夏
す
ぎ
大
空
に
秋
風
そ
よ
ぐ
生
き
し

よ
ろ
こ
び

田
渕
ハ
ネ
子

食
欲
の
秋
が
く
す
ぐ
る
体
脂
肪
気
に
か
か
り
つ
つ

控
え
る
わ
れ
は

広
宇
次
信
子

年
重
ね
哀
し
み
も
知
り
あ
き
ら
め
も
八
十
余
年

生
き
て
る
不
思
議

正
中
ツ
ヤ
子

境
内
の
銀
杏
落
葉
散
り
敷
き
て
昼
の
日
差
し
に

黄
の
色
ま
ぶ
し

三
村
　
浄
コ

嵐
　
地
震
と
自
然
の
力
過
酷
な
り
人
に
術
な
し

さ
れ
ど
明
日
に

森
本
　
初
子

紅
葉
に
色
あ
ざ
や
か
に
染
ま
る
島
一
度
は
見
た
き

秋
の
宮
島

箭
野
　
賀
代

泣
き
出
し
た
赤
子
の
声
で
お
じ
い
ち
ゃ
ん
鍬
持
つ
腕
を

ゆ
り
か
ご
に
し
て

横
川
美
代
子

柊
の
花
の
吐
息
か
さ
さ
め
き
か
朝
の
空
気
は
そ
こ
よ
り

白
し

藤
上
　
紀
子

は
や
る

た
た

す
べく

わ

食廃油を出す時の
ルール

環境にやさしく、人体にやさしい

石けんを台所の廃油を使って生活学

校の皆さんが作っています。

石けん作りは、異物が混ざると品

質が安定しませんので食油が入っ
ていた以外の容器で出される
場合は、容器は洗ってから入
れて、食廃油だけを出してく
ださい。
回収は、毎月第2と第4金曜日（午

前中）に下記場所で行っています。

ご協力をお願いします。

回収場所　●コミュニティセンター

●リサイクルセンター

※祝祭日の関係で収集日が変わるこ

とがあります。収集日程表でご確

認ください。

問合せ　住民サービス課

（ 52ー2135内線204）

その69

平成15年分の売上（課税売上高）が
1,000万円を超えている方は

平成17年分消費税の
申告と納税が必要！

STEP1

「課税事業者届出書」を最寄の税務署に速やかに提出してください。

売上が5,000万円以下の方は、簡易課税制度を選択できます。
新たに課税事業者となる方で選択される方は「簡易課税制度選択届
出書」を平成17年12月31日までに提出してください。
STEP2

平成17年1月1日から日々の記帳や書類の保存が必要です。

仕入などにかかった消費税の控除を受けるためには①帳簿、②仕入
先から発行される請求書、納品書、領収書などの書類の両方を保存
する必要があります。
STEP3

平成18年3月31日までに消費税の申告と納税が必要です。

振替納税のご利用や納税資金の積立てによる期限内納付をお願いし
ます。
問合せ 税務課（ 52ー2135内線203）
被災された皆さまへ
このたびの災害により、被災された皆さまには、心からお見舞申

し上げます。
災害によって住宅や家財などに損害を受けられた方は、次に掲げる
所得税の減免等が受けられる場合があります。
① 申告・納税
② 納税の猶予
③ 所得税の軽減または免除
④ 源泉所得税の徴収猶予または還付など
詳しくは、最寄りの税務署または税務相談室におたずねください。
また、国税庁タックスアンサーもご利用ください、
国税庁タックスアンサー http://www.taxanswernta.go.jp

問合せ　岩国税務署（ 22ー0111）
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和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成16年11月1日現在

総人口　 6,758人
（+8）

世帯数　 2,633世帯
（+4）

和木町の面積　10.56km2
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女　3,402人
（+3）

3,356人　男
（+5）
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館
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蜂
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固定資産税 ３期分
国民健康保険 ６期分
介護保険料 ６期分
町営住宅使用料 12月分
今月の納期限は、12月27日で
す。口座振替日も12月27日と
なりますのでご注意ください。

今 月 の 納 税

（ ）水

（ ）月

（ ）土

（ ）月

（ ）水

（ ）火

（ ）水

（ ）火

（ ）火

（ ）火

（ ）水

（ ）月

（ ）水

（ ）月

（ ）水

（ ）祝
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